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境界を超える！次世代学習環境マネジメントへの挑戦

-コミュニケーション型学習コーチの活用-
ITから本気でICTへ



eLearningの境界1



eLearningの境界2



eLearningの境界3

企業、大学、学校

図書館
電車

自動車

地域のお祭り

コンビニ

博物館

本屋

レンタルビデオ、DVD

テレビ

パソコン

ラジオ、有線放送

家庭
映画館

教科書／参考書

携帯電話、携帯音楽プレーヤー

カラオケ
ファミレス

フィットネスクラブ

デジタルカメラ、ビデオ
VOD、薄型テレビ

GIS,GPS

海、山 旅行



2000年春創立

学生数累計　220名以上　
卒業生　40名

時間／場所の拘束からの解放
された学習環境
　毎月入学、毎月卒業
　どこでもSchool

(Unschool,Home School)

継続率80%の通信制、単位制
米国高校卒業資格取得

インディペンダントラーナーの育成

での試み



コントラクト→ジャーナル→エバリュエーション

カリキュラム→学習記録→評価
plan→do→see

小さな成功体験から自己肯定感の獲得
学習意欲の向上による学習継続率／達成率／達成レベルの向上

の単位取得にみる分析

卒業必要単位

英語 3単位 450時間
数学 2単位 300時間
科学 2単位 300時間

時事問題とその背景 1単位 150時間
米国の歴史 1単位 150時間
米国北西部の歴史 0.5単位 75時間

PE 2単位 300時間
ファインアート 1単位 150時間
実務教育 1単位 150時間
日本の歴史と古典 1単位 150時間
自由選択 4.5単位 675時間



e-Learningにおけるコーチングティーチャー・プロの
コミュニケーション過程

インベスティゲーション（情報収集・観察・洞察）

コネクティド（繋がり、絆）

アクノレッジメント（認める）

セルフエスティーム（自己肯定感、達成感）

エッセンシャルクエスチョン（動機づけ質問）

One to One Support



情報収集／分析



教育改革特区への挑戦！

2004年3月24日
アットマーク・インターハイスクールを運営する
株式会社 アットマーク・ラーニングが“特区研究開発学校”を運営する“学校設置会社” として
活動することを申請している

1　石川県石川郡美川町が進める
「美川サイバー タウン教育特区」と

（2004年9月1日、特区における株式会社立「広域通信制高校」を設立する見込みです。）

2　三重県志摩郡阿児町が進める
「伊勢志摩インターネット高校特区」が、

（2005年4月1日、特区における株式会社立「境域通信制高校」を設立する見込みです。）

内閣府より認定されました。

詳しいことがわかり次第、お知らせしてまいります。 どうぞご期待ください。



慶応義塾普通部
学習者の為の次世代学習環境構築

↓
アットマーク・インターハイスクール

学習者と学習コーチの環境構築

↓
CTPRo

学習コーチの育成、市場創造

↓

BBCoach Project
上記経験の一般化
遠隔e-Learning環境での学習者と
コーチの活躍の場を提供

2003年度実績
（株）ソニーコンピュータサイエンス
研究所との共同研究

慶應義塾金子郁容教授とのCOE共同研究

各企業からのサポート
一般社会のプロのサポート


